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医科歯科ネットワークを 

トヨタ記念病院 歯科口腔外科 牧野 真也 
 

昨今の医療情勢は、「医師不足」と「医師偏在」を背景に悪化の一途を辿っていますが、

医科は看護師やパラメディカルを巻き込んで「ネットワーク」「フットワーク」「ヘッドワ

ーク」を最大限活用してチーム医療を展開し、質の担保と効率化を進める事で生き残りを

模索しています。 
一方歯科医療については、「出来高払いの裁量重視」「国家試験合格率調整で歯科医師数

を恣意的制限」「歯科大学受験者全入時代到来か」「ワーキングプア職種に歯科医師載る」

といった記事が踊り、世論の医科歯科認識度格差もあいまって先行き不透明と言わざるを

得ません。 
今歯科衛生士は、医療界から人材を引き抜かれる時代になりました。歯科医師の下で働

いてきた時代は過ぎ、医師の指導の下、総合病院や老人保健施設などで口腔ケアや在宅医

療、歯科保健指導を手がけられる時代がやってくるのです。医師は口腔ケアの必要性を熟

知し、看護師やあなたたち歯科衛生士と協働して健康寿命延伸に傾注していますが、歯科

医療はあまりにも閉鎖的で、個別化・標準化・効率化を掲げる現代医療とは全く違った方

向性を感じます。 
これからは個を重視するオーダーメイドの医療が求められます。歯科衛生士を目指す学

生さんにも近視眼的ではない、長期展望、長期経過重視の医療が現実のものになるよう是

非患者さんに「想う心」を伝えていって欲しいものです。 

１ 第２期臨床実習を終えて（２期臨床実習アンケートを中心として）

「実習内容で費やした時間の多いもの」 
歯科衛生士の主要業務となる実習が１期

に比べ１４％増加している。 
「実習以外での時間の使い方」 
実習帳記録が１期５８％、２期は６４％

となり、最も多かった。 
「努力したこと・勉強になったこと」 

「患者対応」が４１％と１期同様に最も多

かった。また１期では１６％であった「ス

ケーリング」が２期では２７％に増加、「シ

ーラント」も５％増加している。その反面、

「あいさつ」や「規則正しい生活」などが

減った。ある程度、臨床に慣れて、専門的

な勉強に集中できるようになってきたこと
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がうかがえる。 
「大変だったこと」 
『知識不足のため、先を読んで行動するこ

とができなかった』、『２期を終えてもバキ

ューム操作が十分にできなかった』等、自

分の力不足を痛感している内容が多かった。 
「今後の心構え」 
『“できること”と“できないこと”をはっ

きりさせ、“できないこと”を“できる”よ

うに１つ１つ着実に学習し、知識・技術を

深めていく』等、自分の問題点を自分で探

し克服しようとする意見もあった。 
「臨床実習の感想」 
『指導ＤＨの仕事に対する姿勢を見て、“Ｄ

Ｈとはどうあるべきか、またどんなＤＨを

目指すか”を真剣に考え目標となるＤＨ像

が明確になった』など、現場に出て自分の

将来像を思慮した学生もあったようだ。 
～３期事前指導～ 
本校の卒業生で豊田厚生病院の清水純子

さんに“臨床の現場から”としてお話しい

ただきました。また、３期より「目標を持

って実習に臨むことで、自分自身の問題点

を把握する力の育成と向上心を持って実習

に臨めること」を目的に、各期の目標を立

て、その目標を達成させるために週ごとの

具体的な目標を設定し、翌週には到達度を

自己評価するという試みを始めます。 
２ 施設実習の感想 

 ～学生感想文（抜粋）～ 
＜特別養護老人ホーム まどかの郷＞ 
『ご飯がミキサー食だったり、トイレに行

きたくても一人で行くことさえ困難で、た

くさんのことを我慢している中、手を繋い

で歩いただけの私に何回も“ありがとう”

と感謝され、胸が痛くなると同時に、私に

できることがあれば少しでも力になりたい

と思った』 
＜知的障害者更生施設 藤川寮＞ 
『最初は戸惑いがあったけど、施設の方の

対応を見ていて、自分の中で壁を作ってい

たことに気づいた。話す内容やことばが多

少通じなくても、笑顔で心や気持ちが通じ

合えるものだとわかった』 
＜ 肢体不自由児施設・重症心身障害児施設 

愛知県青い鳥医療福祉センター＞ 
『患児の口腔内や体調、保護者のブラッシ

ング法、またその方たちの生活背景等、た

くさんのアンテナを立てて診療が行われて

いた。このアンテナからキャッチしたこと

全てがコミュニケーションの源にもなり、

信頼関係が築かれていくように感じた』 
３ 心身障害者歯科検診の感想 

 ８月２４日、「岡崎市福祉の村」にて実施

された心身障害者歯科検診の事業に、今年

も１６名の学生が参加しました。 
～学生感想文（抜粋）～ 
『少しでも患者さんの不安を 
取り除けるように、話すときは 
目線を同じ高さにして、コミュニケーショ

ンをとることを心がけた。その効果があっ

たのか、患者さんも色々なことを話してく

れて、嬉しかった』 
４ 今後の主な行事予定（２年生） 

・臨床実習３期終了   １０／１７（金） 

・全国統一模擬試験   １０／２０（月） 

・研修旅行 １０／２２(水)～１０／２４（金） 

（横浜・東京ディズニーランド・東京歯科大学） 

・臨床実習３期まとめ  １０／２７（月） 

・臨床実習４期開始   １０／２８（火） 


